
日　

時　

11
月
９
日
〜
11
日

研
修
先　

福
島
県
新
地
町

　
　
　
　

宮
城
県
蔵
王
町

　

今
回
の
行
政
視
察
研
修
の
前

半
は
福
島
県
新
地
町
へ
赴
き
、

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る

被
害
状
況
と
今
後
の
復
興
計
画

に
つ
い
て
の
視
察
を
行
い
、後
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議
員
全
体
研
修

半
は
宮
城
県
蔵
王
町
で
議
会
改

革
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。　

福
島
県
に
入
る
と
、

民
家
は
ま
だ
屋
根
の
所
々
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
が
か
け
て
あ
り
、

車
窓
か
ら
見
た
飯
館
村
で
は
民

家
に
人
影
も
な
く
、田
も
畑
も

今
年
は
耕
作
を
し
て
お
ら
ず
、

何
処
ま
で
も
雑
草
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
飯
館
村
は
現
在
も
原

発
に
よ
る
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
地
町
で
は
庁
舎
の
屋
上
に

上
が
り
海
の
方
角
を
見
る
と
、

民
家
は
一
軒
も
な
い
と
い
う
状

況
で
し
た
。
高
さ
１
５
．９
２
ｍ

と
い
う
大
津
波
に
よ
る
被
害
の

実
状
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
新
地
町
の
地
震
の
概
要
は
、

震
度
６
強
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

９
．０
と
い
う
こ
と
で
す
。
浸
水

エ
リ
ア
は
、
全
面
積
の
約
５
分

の
１
の
９
０
４
ha
で
水
田
の
約

40
％
が
浸
水
し
、
人
的
被
害
も

１
１
０
人
に
の
ぼ
り
、
家
屋
被

害
も
５
９
６
世
帯
に
の
ぼ
り
ま

す
。
商
工
業
で
は
商
工
会
員
の

約
25
％
が
津
波
の
被
害
を
受
け

た
そ
う
で
す
が
、
漁
業
で
は

漁
船
の
45
隻
中
１
隻
は
不
明
、

11
隻
は
陸
に
上
が
っ
て
し
ま
い
、

33
隻
は
使
用
可
能
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
防
波
提
も
大
き
く

被
害
を
受
け
た
そ
う
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
事
態
の
な
か
、
町

の
防
災
無
線
が
野
外
ス
ピ
ー
カ

ー
と
個
別
無
線
器
と
共
に
大
活

躍
し
人
的
被
害
が
最
小
限
に
留

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

新
地
町
の
人
口
は
、
10
月
１

日
現
在
８
、１
５
８
人
で
震
災

前
よ
り
２
３
５
人
減
少
し
、２
．

８
％
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で

す
。
復
興
構
想
は
、
町
の
第
５

次
総
合
計
画
を
平
成
23
年
３
月

に
定
め
、
地
震
・
津
波
・
原
発

事
故
の
甚
大
な
被
害
状
況
か
ら

長
期
間
か
け
て
必
要
な
事
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し

ま
し
た
。
主
に
、
沿
岸
部
の
全

壊
集
落
の
移
転
再
生
を
し
、
早

急
な
堤
防
の
本
復
旧
を
し
て
、

10
ｍ
以
上
の
高
台
に
住
宅
再
建

を
図
り
、
沿
岸
部
の
空
い
た
土

地
に
は
太
陽
光
・
風
力
な
ど
の

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
と

し
て
の
利
用
方
法
を
検
討
し
て

お
る
そ
う
で
す
。
農
地
の
復
旧

は
体
積
土
砂
の
少
な
い
箇
所
か

ら
除
塩
な
ど
を
行
い
作
付
け
可

能
に
し
、
農
業
生
産
法
人
等
の

設
立
を
支
援
し
大
規
模
共
同
経

営
化
を
図
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
自
然
の
恐

ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ

け
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
未
曾
有

の
惨
事
が
二
度
と
起
き
て
ほ
し

く
な
い
と
願
う
と
同
時
に
、
起

き
た
時
の
た
め
の
備
え
を
常
備

す
る
こ
と
が
精
神
的
な
安
心
感

へ
と
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

新
地
町
の
町
民
は
「
今
が
ど

ん
底
だ
か
ら
一
歩
一
歩
前
進
し

よ
う
」
と
か
「
や
っ
ぱ
り
新
地

が
い
い
ね
」と
声
を
掛
け
合
い
、

こ
れ
を
理
念
と
し
て
頑
張
っ
て

お
る
そ
う
で
す
。

　

後
半
は
、
宮
城
県
蔵
王
町
に

入
り
議
会
改
革
の
研
修
で
す
。

こ
の
改
革
を
進
め
る
き
っ
か
け

は
、
以
前
に
も
増
し
て
議
員
資

質
向
上
の
期
待
が
大
き
く
な

り
、
定
数
の
削
減
や
常
任
委
員

会
の
削
減
、
議
会
本
来
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
の
低
下
を
危
惧
し
た

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
改
革
内
容

の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
従
来

の
議
会
で
は
自
然
災
害
や
重
要

な
行
政
課
題
等
が
発
生
し
た
場

合
で
も
首
長
に
よ
り
臨
時
議
会

が
招
集
さ
れ
、
議
会
に
調
査
特

別
委
員
会
等
が
設
置
・
調
査
で

き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
改

革
以
前
は
、
閉
会
中
の
議
会
活

動
が
制
約
さ
れ
、
議
会
の
意
思

と
住
民
の
意
思
が
乖か

い

り離
し
て
し

ま
い
、
こ
の
反
省
か
ら
通
年
議

会
の
導
入
を
有
効
に
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
16
項
目
を

決
定
し
、
そ
の
主
な
内
容
と
し

て
▼
委
員
会
等
の
公
開
▼
公
聴

会
の
活
用
、
議
会
報
告
会
の
制

定
化
▼
議
会
へ
の
住
民
参
加
▼

議
会
基
本
条
例
の
制
定
▼
反
問

権
の
制
度
化
（
反
問
権
と
は
首

長
か
ら
議
員
に
対
し
て
そ
の
質

問
の
趣
旨
や
根
拠
を
問
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
）
▼
議
員
学
習

会
の
定
期
的
実
施
▼
実
効
性
の

あ
る
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施

▼
町
の
付
属
機
関
等
へ
の
兼
職

禁
止
▼
意
見
書
の
委
員
会
付
託

▼
議
員
相
互
間
の
自
由
討
議
等

あ
り
、
大
変
活
発
的
な
議
会
運

営
を
し
て
お
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
行
政
視
察
研
修
を
終

え
て
、自
然
災
害
に
お
け
る
日
頃

の
備
え
の
重
要
性
と
、
議
会
議

員
活
動
に
住
民
参
加
を
取
り
入

れ
る
こ
と
の
有
用
性
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
参
考
と
し
て
、

榛
東
村
と
し
て
も
村
民
の
付
託

に
応
え
、
議
会
は
そ
の
持
て
る

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
政
策
立

案
や
政
策
提
言
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。蔵王町を訪れて

津波による被災現場
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日　

時　

10
月
17
日
・
18
日

研
修
先　

長
野
県
朝
日
村

　

朝
日
村
は
長
野
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
北
・
西
は
松
本

市
、
東
は
塩
尻
市
、
南
は
木
曽

と
境
を
接
し
て
い
ま
す
。
面
積
は

７
０
．６
３
平
方
㎞
で
、村
の
87
％

を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
人

口
は
４
、８
９
０
人
強
で
、
住

宅
の
ほ
と
ん
ど
が
平
地
で
す
。

気
温
の
年
間
平
均
が
10
度
前

後
、
最
高
気
温
は
33
度
で
最
低

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
14
度
と
い
う

準
高
冷
地
の
気
候
で
す
。
晴
天

率
が
高
く
、
年
間
を
通
じ
て
安

定
し
た
日
照
を
得
ら
れ
る
の
も

特
徴
と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
21
年
度
、
国
の
補
正
予

算
を
受
け
、朝
日
村
は
２
年
間
で

３
、６
８
０
万
円
の
補
助
金
を
活

用
し
、
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る

公
営
施
設
か
ら
、
幹
線
道
路
の

街
路
灯
ま
で
省
エ
ネ
化
を
実
現

し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
村
道
や

施
設
も
、
ほ
ぼ
２
年
を
か
け
て

「
村
ま
る
ご
と
省
エ
ネ
化
」
を
推

進
す
る
計
画
が
進
行
中
で
す
。

　

街
路
灯
の
器
具
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と
エ

バ
ー
ラ
イ
ト
の
実
機
で
照
射
実

験
を
し
、
道
路
空
間
全
体
を
明

る
く
す
る
エ
バ
ー
ラ
イ
ト
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。
人
気
の
ス
キ

ー
場
に
続
く
、
通
称
「
フ
ラ
ワ

ー
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
街
路

灯
は
、
３
つ
の
ラ
ン
プ
が
連

な
っ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
で
、「
ど

ん
ぐ
り
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る

特
注
仕
様
で
、
街
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
了
か
ら

数
ヶ
月
後
の
調
査
で
は
、
電
気

代
が
庁
舎
で
１
万
８
、０
０
０

円
、
街
路
灯
で
約
５
万
円
が
削

減
さ
れ
ま
し
た
。（
※
）グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
朝
日
村

は
い
ち
早
く
節
電
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
員
の

中
に
も
、
節
電
意
識
が
高
ま
っ

た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

※
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

　

基
金
事
業

地
球
温
暖
化
等
の
様
々
な
環
境

問
題
に
お
い
て
、
解
決
の
た
め

必
要
な
事
業

を
実
施
す
る

自
治
体
の
取

組
み
を
国
な

ど
が
支
援
す

る
も
の

環
境
整
備
特
別
委
員
会

補
助
金
の
有
効
活
用
で
省
エ
ネ
化
実
現

日　

時　

10
月
27
日

研
修
先　

渋
川
市

演　

題　
「
地
方
自
治
法
改
正
と

　
　
　
　

地
方
議
会
の
取
組
み
」

講　

師　

全
国
町
村
議
会
議
長

　
　
　
　

会
議
事
調
査
部
長　

　
　
　
　
　

三
宅　

達
也 

氏

　

平
成
11
年
以
来
、
市
町
村
合

併
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て

き
た
結
果
、
市
町
村
数
は
３
、

２
３
２
町
村
か
ら
現
在
（
平
成

22
年
３
月
31
日
）
１
、７
２
７

町
村
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
地

方
自
治
法
改
正
を
受
け
て
、
地

方
議
会
の
取
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

地
方
議
会
で
は
条
例
に
よ

り
、
定
例
会
、
臨
時
会
の
区
分

を
設
け
ず
、
通
年
の
会
期
と
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
臨
時
会

の
招
集
権
が
議
長
に
も
あ
り
ま

す
（
招
集
を
首
長
に
求
め
て
も

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
時
）。
本

会
議
に
お
い
て
公
聴
会
の
開

催
、
参
考
人
の
招
致
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

専
決
処
分
で
は
、
条
例
・
予

算
に
つ
い
て
議
会
が
不
承
認
と

し
た
時
は
、
首
長
と
し
て
条
例

の
改
正
案
を
提
出
等
の
措
置
を

講
じ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

他
に
、
条
例
公
布
、
直
接
請
求

制
度
、
住
民
投
票
制
度
の
創
設

等
の
内
容
で
国
は
年
内
に
結
論

を
出
し
、
平
成
24
年
の
通
常
国

会
で
可
決
し
た
い
意
向
で
進
め

て
い
る
よ
う
で
す
。

北
群
馬
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

求
め
ら
れ
る
地
方
議
会
の
自
主
性

省エネに取り組む先進地にて地方議会の取り組みを学ぶ
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日　

時　

11
月
16
日

研
修
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

　

東
京
渋
谷
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
第
55
回
町
村
議
会

議
長
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
高
橋
議
長
が
全
国
会

長
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

榛
東
村
議
会
で
も
招
待
い
た
だ

き
、
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
高
橋
会
長
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
内
閣
総
理
大
臣

代
理
と
し
て
内
閣
官
房
副
長
官

や
、
民
主
・
自
民
党
代
表
者
か

ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
壇
上
に
は

大
勢
の
国
会
議
員
の
方
が
出
席

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
議
事
に

つ
い
て
は
次
の
８
つ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
24
項
目
の
要
望
と

９
項
目
の
各
地
区
要
望
が
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

①
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
興

②
真
の
分
権
型
社
会
の
実
現

③
地
方
交
付
税
総
額
の
増
額

④
社
会
保
障
改
革
の
推
進

⑤
地
方
議
会
の
機
能
強
化

⑥
農
林
水
産
業
の
活
性
化

⑦
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
反
対

⑧
豪
雪
地
帯
振
興
対
策
の
推
進

　

議
事
終
了
後
、
外
交
関
係
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
ら
れ
る
谷

内
正
太
郎
氏
に
よ
る
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
時
代
の
日
本
外
交
」
と

題
し
て
、
特
別
講
演
も
拝
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
、大
変
貴
重
な

研
修
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

議
員
全
体
研
修
会

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

日　

時　

９
月
26
日

研
修
先　

前
橋
問
屋
町
セ
ン
タ
ー

　

今
回
の
研
修
は
「
議
会
だ
よ

り
」
編
集
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
テ

ー
マ
に
実
践
的
な
内
容
の
講
義

と
な
り
ま
し
た
。
読
み
や
す
い

紙
面
に
す
る
た
め
の
工
夫
に
つ

い
て
、
字
詰
め
、
行
間
、
タ
イ

ト
ル
（
見
出
し
）、
写
真
が
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

校
正
作
業
は
、
最
後
の
仕
上

げ
と
し
て
大
切
な
課
程
で
す
。

必
ず
二
人
の
違
う
目
で
、
同
じ

場
所
を
じ
っ
く
り
読
む
こ
と
を

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。午
後
の「
広

報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
は
、
吉
岡

町
、
昭
和
村
と
と
も
に
「
し
ん

と
う
む
ら
議
会
だ
よ
り
」
も
申

し
込
み
、添
削
（
赤
ペ
ン
入
れ
）

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表
紙

の
写
真
に
説
明
文
が
な
い
と
指

摘
が
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、

早
速
、
そ
の
後
の
議
会
だ
よ
り

で
改
善
し
ま
し
た
。　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

し
ん
と
う
む
ら
議
会
だ
よ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
講

日　

時　

10
月
26
日

研
修
先　

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー

講　

師　

全
国
町
村
議
会
議
長

　
　
　
　

会
事
務
総
長

　
　
　
　

高
田　

恒 

氏

Ⅰ
東
日
本
大
震
災
後
の
対
応

　

今
回
の
震
災
を
16
年
前
の
阪

神
淡
路
大
震
災
と
比
較
し
て
み

る
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
・
被

災
県
の
数
・
死
者
・
行
方
不
明

者
の
い
ず
れ
も
想
像
を
絶
す
る

状
況
で
あ
り
、「
未
曾
有
」
と

言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
し
た
。

　

復
旧
・
復
興
へ
の
課
題
と
し

て
は
、「
地
域
防
災
計
画
」
を

ど
こ
に
位
置
づ
け
る
か
が
課
題

だ
と
し
、高
す
ぎ
る
想
定
で
は
、

現
実
性
が
乏
し
く
な
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
へ
の

対
策
と
し
て
は
、「
逃
げ
場
を

作
る
こ
と
を
常
に
考
え
よ
」
と

の
こ
と
で
、
東
京
に
は
そ
の
広

さ
・
空
間
が
な
い
こ
と
の
現
実

か
ら
出
発
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
地
方
分
権
の
行
方
に
つ
い
て

　

平
成
５
年
６
月
に
は
、
地
方

分
権
推
進
に
関
す
る
決
議
が
衆

参
両
院
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
６
月
に
は
地
域
主
権

戦
略
大
綱
（
平
成
22
年
６
月
22

日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
て
関

係
法
律
の
整
備
が
行
わ
れ
ま

す
。
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移

譲
や
義
務
付
け
、
枠
付
け
の
見

直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
が

行
わ
れ
ま
す
。

群
馬
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

町
村
を
と
り
ま
く
諸
課
題
に
つ
い
て

大会風景


